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奈罠縣吉野郡白銀村十津川村鑛．床概査報告
、昭和鍛年6月表題地域の含銅硫化鉄鉱床及が津川村

のアンチモニー鉱床を概査した報告である。

　　　　　1．　白銀村附近　’
〔要旨〕古生暦と思われる千枚岩類，輝線凝友岩とそ

れを貫く蛇紋岩とキりなる。含銅硫化鉄鉱床は千枚岩を

母岩≧しア暦理圃こ滑つて生成される事が多い。鉱石は

微細な黄鉄鉱を主とし黄銅鉱を混え磁硫鉄鉱・金・銀を

俘うも二次鉱物は斑銅鉱・孔雀石・銅藍また脈石として

方解石・石英がある。採掘跡から考え，富鉱体の北端は

断暦に切られ，ぞの先を発見せず廃坑となつたものと思

われる。精密調査により断層関係を明かにし探鉱の要が．

ある（八宝鉱山）。報文には大和鉱山・黒石鉱山・八宝鉱

、山のヨ鉱山を扱う。

〔内容自次〕　（1〉沿革，（2）位置及び交通，（3）地形，

曳4）地質（5）地質構造，（6）鉱床及び鉱床各説，〔7）

品位，（8）埋薩量。

　9◎
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　　　　　2．十津川村附近
　十津珊村附近に於けるアンチモニー諸鉱山の状況を報．

じている。調査鉱山は高津・林盛・大林・川栄・和洲・．

金泉・谷五・奥尾谷・丹谷・その他；隼山で南る。

　〔要旨〕　地質は時代床詳の砂岩と粘板岩の互暦よりな’

り，地域南部では角岩を爽在していお。調査地域の北部1

，では，秩父古生暦と衝上断暦を以て接しているo南部では

この問に高津鉱床が生成されてい1る。鉱床は裂艀充翼鉱

床で外見上暦理面に滑うものと断暦面に浩うものとあ、

るQ鉱石は輝安鉱を主とし白鉄鉱・黄鉄鉱・褐鉄・黒錯

を俘う。十津川村アンチモキー鉱床の規模は大きく，富

，鉱部もあり，将来精査し開発計画を確立すべきである。

　〔内容目次〕　（1）沿革，（2〉位置及び交通，（3）地形

（4）地質，（5）地質構造，（6）鉱床及び鉱床各説，（7）・

・品位，（8）埋藏量，（9）・結論及び意見，附図3．葉o

　　　　　　　　（原口九萬原著　堀越抄録）

岡山縣下（御津郡北部）地下資源調査報省

〔要旨〕地質肺生即千枚顎粘灘・と第三轡岩、

及び粘土，洪積紀礫暦からなり，古生暦を貫く閃雲花崩

岩・黒雲母花崩岩・石英斑岩・石英粗面岩が存するρ当

地区の銅鉱床は古生層中の裂瞬充填含銅石英脈矯多く

は磁硫鉄鉱を主とし，黄銅鉱を密雑する程度である。珪　・

石鉱床としては加茂鉱山ほ黒雲母花嵩岩中の裂牌充蟹め』1，

含水鉛石英脈である。

調査鉱山の概略は次g如くである。

〔江興味銅山〕御津郡江興味村結論として鉱脈状鉱

体が谷の水準から山体の中心に向つて傾斜し七いるた，

め，’斜坑或ほ堅坑を要するが，現在の鉱量を以ては事業

は嗣難と考えられる。旧稼行現場から西へ露頭の延長が

見られるから，i新鉱体発見の可能性はあるo

〔金倉銅山〕御津郡新山村犬切坑完成すれば，鉱量櫓・

加の見込があり，林道の敷設により、目下困難な蓮搬路のP

問題も好鱒の見込がある。　　　　’＼　　』●　P

〔新山鉱山（壺錯・銅）〕本鉱山ば前掲2鉱山と同檬含

銅石英脈であるが，白雲岩質石友岩の周辺及び裂瞬に生

成され，接触鉱物を俘ってい石Q，亜錯を主とし銅は少

い◎現在認められる鉱量も多くないげ

〔加茂鉱山〕御津郡津賀村本鉱山は水錯鉱山として・

で時重要であつたが，最近は珪石を対象として稼行して

いる。鉱区内に鉱床の数も多ぐ，将来性ある場所，探鉱

債値ある場所も多い。

，〔その他〕・その他の鉱床地とし円城村塩谷旧坑・円城・

村三納谷附近旧坑（銅・磁硫鉄鉱），、久米郡西川村黒鉛鉱

床に就いて記載してあるQ（塚脇祓衣原著　堀越抄録）・

550．8＝553・3／．9（521．ご3）：621．19

岡山縣地下資源調査報告，
昭和24年8月の調査結果で， 本報告には（1）立正蟻　　　山，（4）帯江（銅）鉱山の4鉱山が誰載されているα』

石鉱山，・（2）金川（黒錯）鉱山，〈3）佐野（磁硫鉄鉱）鉱　　、・　　　‡・立正籔石鑛山（御津郡上建部村）

　　　　　　　　　　　　　　　59一（319）
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昭継年よ嬉業購毛』調螢時池膨罫｛3鮪針礪し具体臆見醐かにされた・、

・やt・糊こ搬鉱SK36を齢て着目される◎飛・灘一　　　芦・葺野蜘（赤磐難野）・
㌧労務者の通勤に木便6石英粗面岩中の交代鉱床で2鉱体　、　〔妻旨〕本鉱山は古生暦粘板岩と花嵩岩聞の接触鉱床’

醐然と知られている・鉱甜難荷を主体としディア，で錯唖錯・磁硫雛よりなり嘩磁硫錨を翻田

スポル・小量のカォゾソ・鋼まを含む。斉位質別耐火度　　比製煉所へ逡つている。

疎び量の割合は亥の通りである。　　　　　　　　　　　　　　内容目突　（2）位置及び交通1（1）沿革・，（3）、地質及

　優良鉱　　SK＞35　　　15％’　　　　　　　　び鉱床，㈲．現況ジ（5），探鉱方針，．（6）意見　附図1葉’

　上　　鉱　　SK33《ゾ34　　15％1　　　　　　　　　　　　　　4咳帯江鑛山（倉敷市早島町）　　　　　　　　、

　中　　鉱’SK31～3『、　20％　『　　　　　　　本鉱山は古く開発せられ，一時は銅山とし栄えた有名

　下鉱・SK＜30350％　　　鋤である力槻在は休山魅坑道醗鱗凪糊、
齢撒伽これが探鉱の目安となる・鉱体關れ蜘り得馳．膿酷生鰍賭とこ漉貫く石難、
壮撚魏馳形を示レ知10万tの桁噛る・岩脈よりなり，鋤の摂軸のは4鵬りジ北西乃至
怠耳35以上の醸鋤鵬慨・・SK3・駈の縫＼ 北々西の走向翫し賜（金才），搬騎鰹
』
財
噸蟻石の陶鱗へ咽用嚇旨なりや否餐等よりなるb・

篇題・　　　　　　　　　　〔内容眩〕．ω位置必騨，（2）頒及び鉱床
　なお艶精査探鉱を要するQ’　　　　　　　　　　　　　　（3）産額，（4）探鉱方針タ（5）意見　附函1葉

　　一　　・2・金川黒鋸　　　　　　　　　　　　　　慷騒凱萬原薯堀越抄録）
　、昭和23年に本所安齊技官が概査を行つたことがある。、

鉱床の状態に関しては結論的に当時と同様であるが・探

553．982：550．83眠521。41）

　　　　　　　　　　潟　西　油．田　地　震．探1　鑛　　　　　　　　・，　寧・
　　　　　　　　　　　ヤ’

こ
浦
大舳し稠査鍋翻未だ印刷され瀧とが｝こより調べ昧価る譲私共の調鰹了後赦耀

熱、の祉こ腰領樹しるす．　　　　　釜男氏に灼動探鋤実鰹れた（資雛轍により・
　調査地．．赦田縣鰍嚥潟西鰯・　　　焼失）・最近では椛糊氏が跡梛脚こ避て動
，時1期一騨・8年6月5賦よ嘱年8・月・・随，測融実施諫た・（未発表）

　方法＿膿探鯛搬　　　　　　寵の線剛也域にほ地表颪より厭0・阿・！
　調査したのは八郎潟南西方の寒風山颯東の潟西雫野　　k血・／sec・L55（・L70knユ／3ee4・86km／se・・240km／sbG

，、で，同地撚全般駄油鶴り，鯛地鵬方噛底よ　の舘の存甜ること力鋤・となつたるこ捗髄囎』

りはガスの出ているところもあり，更に彿戸村において　　を向地域の地輩層序に討比しうるもの専すればデ0・8《’

な以前に帝國石油にょり地震探鉱参行われ，一つの背斜　　・官・Okm／seo暦に第四紀暦に・’1・86km／seG以上は第三1

醗が擬紘ている．これらにより分るように同地域紀暦に対齢る輌と考え猟る・・結熟しては南北に

　　　　　　　　　　　　　　　　セ若こは有望居油田構造が考えられるので地震探鉱を実施　　走る2本の背斜軸を推定することができた。　『

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なおこの附近には未だボーリソグが実施されて㌔）ない
聾
同
地
域の雌構齢遠鰍紙（現調査駈鞭部長），ので，具働鵬討を行5こと醐来ない・ボ（早鵬巳）

尋

553．41μ3：550．8（521・22）：622．1．　　曳

　　　　茨城，縣久慈鑛山調査報告
　　〔要約〕茨城縣久慈郡河内村町屋久慈鉱山（金鉱）に就

　き昭和盟年7月，40日間の』調査結果の報告であるσ本鉱・

　山は第三紀礫岩及び古生代角閃岩・片岩中の金銀銅鉱の

’　塊状富鉱部を俘う黄鉄鉱石英粘土脈で，礫岩及び角礫状

　’古生暦中の鉱脈と片岩中の鉱脈とに分かたれる。前者は、．

膠質石英脈で鉱染状を皐し・鉱染部では金銀銅品位は低

L・が，富鉱塊は．A血晶位数109／t，Cu数％に蓬飾。

後者は母岩の緑泥石化作用に著しいが一般に粘土を主と

、し脈勢は弱い．現在稼行しているもあは，角閃岩の角礫

朕部中のA坑で，高品位の金銀銅鉱塊，を俘5鉱染状石英

60一（脚）



脈である。

　〔目次〕1緒言，2’沼革，3位置艮び交通，・4地形，

5地質，，6鉱床，7品位及び鉱量。8産額，9結論　附

図2葉　（佐藤恭）　　’　　．　　　．・　　旨

553。3／．裟：550。s〈521．11）3622．1

膏森縣上北鑛山の地質鑛床調竃報、告
　（主どして奥の沢鉱床の二次富化作用に就いて）

　昭和22年8月調査を施行した報告書であるo

，〔要旨〕上北鉱山附近の地質は中新統と準定される坪・

川暦（妥山岩質緑色擬灰岩・黒色頁岩・両輝石安山岩・

角閃石安山岩・細粒閃緑岩）同じく奥の沢暦（石英粗面岩

．類及び同質凝次岩）ぞのほか頁岩・石英安山岩及び第四

期暦よgなる。鉱床は裂瞬事填脹の高森鉱床と黒躍隆

代鉱床の上北鉱床及び褐鉄鉱床よりなるQ主要黒鉱鉱床・

の奥の沢鉱床には典型的二次硫化富化帯が発達してい　　　’

るo（科野房皇原著．堀越抄録）

k

’553．，435／．661．2＝550．3（521．11）＝622．1．

　　　　青森縣北津輕郡喜：夏市村大制鑛山調査報文

　　昭和22年10月，物理探鉱施行箇所選定の目的にて8

　日問遡質鉱床Φ調査を行つた報告である。

　．〔要約〕’本鉱床地帯は母岩の粘土化は著しい。粘土化

　部には硫化鉄鉱の鉱染・網状脈・黒鉱山鉱塊がある。鉱

　石は硫化鉄を主としラ閃亜鉗鉱，、稀に重晶石・石膏もあ

時う。一黒鉱式鉱床で一部に電探及び試錐施行橿値ある部が

あるが，経費の関係上溝掘・探鉱井等に依る精査を先に，

すべきである。

〔内容目家〕1・位置交通，2，鉱区範囲，3・潜革，

生
，
地形及び地質そ臥鉱床）6・探鉱　附図2葉

　　　　　（石井離噸藤和雄共薯症越抄録）

553．31．4：55住8（521．16）：622．1

　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　隔島縣南會津郡一部－地質鑛床調査報告

　　昭和盟年⑳月に礪島縣南套津郡伊北村北部大沼郡横

　　　も　田・川口・本名及び昭和村等只見川澹岸地域中の∵部の

’　鉱床調査を行つた報告である。

　　〔要約〕調査したの雄黒沢・餅井戸・御前・田代・横

　田・金石・館の沢・玉梨・松山・湯倉各鉱山で，主とし

　て緑色凝灰岩暦中の黒鉱式鉱床である。上め中黒沢鉱出

　は石膏操掘稼行屯金石鉱山は探鉱継続中，その他は何

　れも休山中であつたQ
　　　　　も

　〔内容目次〕1・調査地域2・交通，3．地形，4．地

質，5・』地質構造，6・鉱床概説，7・鉱床各説，Aり』黒沢

鉱山，B．餅井戸鉱山，C．御前鉱山，並）．蒲生附近の探

鉱地及び露頭，：E，田代鉱山，F。横田鉱山，G．金石鉱

山，H．館の沢及び玉梨鉱山，、1．，松山鉱山，J．湯倉鉱、

－山，耳，鉱泉及び温泉，8・結論並に開発に対する意見

附図6：葉。（早川典久康著　堀越抄録）　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

553．613：55G．8（52L72）：622・1

　　　　　　　　　滋賀縣鑛産資調査報告　（信樂町附近柞原長石）

、滋賀縣聴の依頼により，同縣鉱産資源調査の一部とし　 よつて変質作用をうけて生じたものであるo從つて少量

七柞原長石の調査を滋賀縣大阪商工局及び当肪が協力し　　ではあるが，新鮮な雲母を含有し，これを除去するごと

て行つた（昭和23年9月）Q

〔総括〕　柞原長右鉱床は滋賀縣甲賀郡小原村と朝宮村

境附近隅り・幅鋤及び朝宮鉱些よ？課撚れ
ている，鉱床は，優白質黒雲母花歯岩が中垣鉱山では走

向60。西，傾斜北500内外の麺裂に滑つて溶液iの上昇に’・

　　　　　　　　　　　　　　　・蕪

は困難であるから，・白色陶磁器の素地叉ほ粕藥として使』

用することは都倉が悪い。然し着色する陶磁器の素地及

び穐藥として使用することは差軍えない◎この鉱床¢）予

想埋藏量ほ中垣鉱山採掘所附近で2・25万漣，，同鉱山旧

採掘肪附近で0．GO万踵で，朝宮鉱山探掘所附近3。20方

　〆
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筋



一漣，計6．05万薙である。・採掘所が道路に極めて近いか

ら，山元から直ちに牛馬車を利用して小原村中野，信樂

町及び信樂駅に搬出することが出来る。この酎近に嫡ご

一れらの鉱床と同檬除ものが処々にありうこオ毛に対して調，

査する必要があるo

　なお鉱石の分析値は次の通りであるo

鋤名ISi・・1A12・3t Ee203 Ca・1 Mgol

　1
Tio2 MaO

K2・・1 Na2・1・g・1・ss陣乳1 備 考

撃籍膿灘1：郡：ll蹴鷺翻：議雌熊
徴友白色僅かに黒雲母が

陶磁器試験所　分析
（河合正虎’・矢崎清貫）

553．61：550．8（522．5）＝622・’1

　　　　熊本縣一勝地村江上鐘業所ハ踊イ石鑛床概査報告

　〔要約〕　本鉱床億安山岩中の裂騨を充填し糞ハロイ石

1脈である。現在稼行中の清水谷鑓は走向葬長約翅0璃

傾斜延長約20皿が到明しており，その幅は0ユ～L5皿

に達する。

鉱石はハロイ石のみから成る項㍉塊状のハロイ石から

成る塊状鉱・角礫化した～・ロイ石を混入する混合鉱・粘

土．母岩の破片等を比較的多量に混入する粘土鉱に分け

られる。

阜塊状鉱・混合鉱は焼成試験の結果，陶磁器原料に適し，

粘土鉱嫉嚇火物原料に適するものと思考するo

確定鉱量は約1，00侃・n，、推定鉱量は約3，00侃onで，

塊歌鉱，混合鉱の賦存…率は央々約30％，粘土鉱は約40

％であろうo（把48．3．10）（和田利雄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
553。44・065・2．3550・8（522・2）：62211

　　　　長崎縣劃州鑛山鉛・亜錨．鍍床調査報告

。昭和22年9月調査を行つた報告である。長崎縣下縣　．黄銅鉱等である。内容目実の通り51緒言・2滑革及び現

郡姓須村樫根にある対州鉱山は，，錯亜錯鉱床で粘板岩中　　況，3位置及び交通，4地形及び気象，．5地質，6鉱床，，．

に胚胎し1・磁硫鉄鉱を俘う中熱水性交代鉱床そある。鉱体　隔7品位及び鉱量，8稼行状況，9産額，10・結論，附図．

，は一般に板状をなし，相互問は粘土化した目で連絡され　　　2葉Q　・　　　　　　　　　　’　　 　　（伊藤昌介）

る。鉱石鉱物は閃亜錯鉱・方錯鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・

553．43：与50．837／838（521・85）

　　　　　山口縣福重鑛山調査報告
〆　〔内容目次〕1緒言，2沿革，3位置及び交通，4地，

、・形，5地質，6鉱床，7鉱量及び品位，8物理探鉱成果，

　’9現況，1σ結論及び意見，附図9葉Q

　、〔要約ン福重鉱山は，山口縣美彌郡於福村・大嶺町に

　まだがつて位置する。鉱床は石友岩叉はホルンフエルス
、
一
．
中
に胚胎し，英雲閃緑岩を蓮鉱岩とナる高熱交代鉱床で，

　磁鉄鉱を主とし・銅の二次富化幣を伴5。然し磁鉄鉢は
　＼　　　　　　　亀

採取せず，銅鉱のみを採鉱する。、

．この鉱床に対して，地質的に見て新鉱体発見が可能で

あると思われるので，磁気探鉱及び自然電位法を実施し

た結果，親坑道を申心とする区域及びそのほ黛北方の3

区域に異常を認めた。（昭和23年2－4月調査）。

　　　　　　　　　　　　・（濱野｝彦）

5硲673：550ア8（523・5）：622・1

　　　　高知縣森村解地滑石鑛床概査報告
　解地滑石鉱床は高郷縣土佐郡森村に在り・土讃線大杉

駅から約36km余，大杉から途中28翼mは乗合自動車

漂を通ずるが，現地は山岳に囲続され交通至つて不便で

あるo鉱床は数脈あるがな：お露頭iを剥腕した程度で，正

確の鉱量費計算することは出来ないが，2万漣塩上は予

、

想し得る。鉱業権は日之本物壼株式会肚から申請中であ

るカ1，鉱石の蓮搬開発に要する資材等一切の設備はこ

れを有しな、・ので簡軍には鉢石を搬出することは出来な

い事情にある◎（昭和23年8月）（鄭谷素六）・

島 “

62一（322）
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、

553．3／．661：550．8（52蛋）；622．1

北海道精進川鑛山及び雨鰻川鑛山の硫黄並びに褐鐵鑛床調糞報告

　（本地域の地質鉱床は25年度も引続き調査予定であ

るQ嫁つて本報告の詳細ほ後に印刷する事とし，概要を

＼』記す），6

　目次，1緒言，2鉱区，3位置及び交通，4沿革及び

，現況，5地形，6地質，7鉱床鉱及び鉱石，S品位及び鉱

．量，9結語，附図3葉。●

　〔要約〕両鉱山附近は洪積世に津岳より噴出した集塊

岩・凝友岩及び両輝石安山熔岩よりなる。両鉱山の硫黄

、噂

或いは硫化鉄鉱鉱床は共にこれらの燈岩を母岩とし宅，

鉱染交代したもので，褐鉄鉱鉱床がその上部に堆積して
さ

いる。精進川鉱山では現在硫黄鉱床のみが稼行されて

いる。鉱床は不規則な形である力味体偏李なもので，鉱

石は暗灰色或は黄白色で品位39戸》弱％SQ雨鱗i川鉱山

は專ら褐鉄を採掘し第1，第2鉱床がある。．今後の発展

は雨鱒川方面に期待される。（耀木幸男ゲ堀越要約）一

553．，67；550．8（525。5）：622。013／．014

　　　　　　　　　も
　　　熊本縣葦，北郡佐敷町苦友石調査報告

　　〔要約〕

　　1・苦友石鉱床は1二軽石炭紀の石荻岩を交代して生成

　したもので石次岩中に北170戸一800東の方両に幅10’一15

　　　ノ　’mの聞に膨縮或いは断続し2，3のもの炉分岐或いは交

　・叉して延長250mに及ぶる

　　2・鉱量として莫大な量は期待し難く，推定鉱量とし

　　し　一て班90工7％域上の上鉱21，000ton，箪9017％颯下の
　．中鉢21，000「tonを得たo　　　旨

・
。
　
　 3・蓮搬條件は極めて良好であるが採掘條件は将来は

悪くなるものと予想されるo

．4・会冠側では月8，000tonの生産計画を樹てている

が需要及び鉱量の点より一感月500ton～1，000tonの計

画により採探鉱し，苦次石の賦存状況及び鉱量を明白に

把握せねばならない。

5・苦友石の採堀には相当量の石友岩のズリが俘うも

のと，胃われるので，石友の自家製造用としてこの石荻岩

の利用を考えなければならぬ。（濱地忠男）　　　’

550・83553・3／・9：553．43（52183）3622．19　・

岡山縣苫佃・郡下地下資源調査報告，
〔要旨〕昭和24年7月表題郡下を広範囲に概査を行

一った結果報告もある。地質は北部は花崩岩類が広く分布

し南部は古生暦，．中生暦，新第三紀暦が露出しているo

鉱床は主として花嵩岩及び古生暦中に胚胎し，金属鉱床

は裂艀充蟹館床で，断層・節理・片理等に澹い，鉱石は「

黄鉄鉱・黄銅鉱・方錯鉱・閃亜錯鉱等が共生するのが普

、通である。　　　　　　　》
非金属鉱床としては陶土。絹雲母渉花崩岩中に，珪石

は古生暦中に・螢石は角礫質石英稗面岩中にそれぞれ胚

胎する。

鉱床分布より考えて郷村より，国邑村に至る地帯が今

後探鉱の対i象としてとりあげられる償痢直力裟〉るoイ固々の

鉱床の5ち探銘により新鉱床の発見可能と考えられるの
は，室生（銅）・紳樂尾（銅）・一ノ宮（銅）・芦谷（銅）・王

生（銅）・三子原（硫化鉄）・奥津（陶土）の諸鉱山である。

丙容目衆　1・緒言，2ド要約乳3・調査地裁，4・調査

地域の地形，5・一般地質，6・鉱添7・鉱山各説，＆．津

．山市附近（螢石），b．田邑村附近，紳樂尾鉱山（銅），試登

第4419号鉱区（銅その他），成光鉱山（銅）・o・一ノ宮

村シ中肉鉱山（銅）乳一・ノ宮鉱山（銅，錨亜錯ン，金山鉱山’

’（亜錯），東田辺附近（黄鉄鉱），試登第4994号鉱区（銅，’そ

・の他）・d・高田村眞名附近（銅，その他）・試登第始86号鉱

区（硫化鉄，その他），e．芳野村室生鉱山（銅），L郷村金山

鉱山（錫）・9・大野村大野鉱山（珪石）ゴh・香々美南村桝形

一鉱山（硫化鉄，その他），L中谷村芦谷鉱山（銅），大威鉱

山（銅），」，久田村銅珍鉱出（銅），土生鉱山（銅），草谷鉱

山（銅），k．香々美北村香々美鉱山（銅），香々美北鉱出’

（銅），L泉村養野鉱山（銅，その他））F　m．奥津村三子原

鉱山（硫化鉄），上斎原附近（硫化鉄），細田附近（銅），長

薩附近（錯，亜錯）・大釣附近（不詳），三字原附近（絹［

雲母），奥津（陶土），8。結論，附図坑内見取図等31葉。

　　　　　・（濱野一彦，輻妻筥郎，堀越抄録），

、
・63一（323）
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553．41μ3ご550・，8（524）＝622・1

幣　 北海’道伊達鑛、♂、山調．査i報1告

　北海道胆振國有珠郡伊達村気門別の伊達鉱山（金，銅）

を昭和22年11月調査した報告書である。緑色擬友岩暦
o
下部の石英安山岩，同質角礫凝友岩及び凝茨岩中の黒鉱

式鉢床である。鉱床は可成り性質を異にする多数の小鉱一

床よ彦成り，気門別川北岸沿いに分布して居る。

　内容　1．緒言，2．鉱区及び所在，3。滑革及び現況ダ4．

位置交通，51地形，6．気候，7・地質18・鉱床，9鉱石

．及び鉱量，！0．鉱物，11．結語o（石雛正夫，．堀越抄鋒〉

553．43＝550。8（523，4）；623・1 q

愛媛縣大久警鑛山銅鑛床概豊報告

昭和23年5月下旬，筆者は本鉱床を概査したo

て鉱区位置ギ愛媛縣喜多郡五十崎町古田甲一番地。　一．

〔鉢区番号〕愛媛採登第196号。

〔鉱業権者〕　昭和鉱業：K．K。

西國背梁山脈の西端近くに存在する大久喜鉱山は，四

國の他の多くの含銅硫化鉄鉱鉱床と異り，輝緑岩及び輝

緑凝友岩を母岩とし（いる。暦状をなさず，東西に走る

2本の背斜軸に滑つて「い弼伏」の鉱体が群つていると解

釈されている。晶位は比麟的良好，℃u5・》7％を保つて

来たQ戦時中月産1，500tの出鉱を見たが，調査当時は

1・月蓬350重・程度に下つてい準Q塘産伶爲には，今後大い

磨探鉱の必要が痛感されるが，その方針とセては，新し

い東西方向の背斜軸の存在を確めること溝び現在の鉱床

の西方及び東方への延長を探る事が第一であるoなお引

続き精査が行われる事になつている。

　〔内容〕．1．緒言，2・鉱区関係，3。沿革，4，位置及

び交通，5．地質及び鉱床，6・・昂位及び鉱量，7。操業概：

況，8・結語，附図4葉Q（蝿漉徹）

553。β1／。661．：550・8（524）：翻・1

　　　北、海道白老鑛山の硫黄友び鐵鑛床調査報、告

　胆振國白老郡白老村の白老鉱山（硫黄）を昭和23年7

月調査せる報告である。新第三紀末期の両輝石安山岩質

熔岩と同質の凝友岩・角礫擬荻岩・集塊岩質熔岩より成

、り，種々の変質作用を蒙り，硫化鉱鉱染地帯が多い。硫

黄及ぴ褐鉄鉱鉱床が各所に散点する。

　主と』して採掘された硫黄鉱床は赤川山北西部約500m

澗外の地点のもので，．その北西及び南西に夫々新坑・旧．

坑があるが現在は殆んど廃坑駄態にある。A鉱床が現在。

一
採
掘魏象となつているものであつて，知岩を鉱染交

代したレンズ状体である．苓後の探鉱結果を期待し得る。、

　〔目次〕エ・緒言，21鉱区，3・位置及び交通，4・滑

革及び現況，5・地形，6。地質，7．鉱床及び鉱石，8・鉱

石の品位及び鉱量，9。結語，附図4葉。（踏木毒男，堀越

抄録）
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